■資料－４　ワンストップサポートの連携イメージ
	
	窓口業務のワンストップ
	相談業務のワンストップ
	調整業務のワンストップ

	イメージ図

※サービスの内容（助成事業等）は参考として例示したもの
	




※双方の手続きを理解した窓口担当者を配置することが必要
	


※市、商工会議所のサービスを熟知し、幅広いネットワークを有するコーディネーターを配置することが必要
	


※利用者のニーズに応じて、プロジェクトチームを組成したり、ＴＭＯ等の組織を立ち上げることが望ましい。

	ワンストップの配置イメージ

	共通する窓口を隣接して一元的に配置
（商工会議所、市役所に統合して窓口を配置する）
	ケース１　双方に相談窓口を配置し、双方のコーディネーターは情報交換を行う。但し、機密情報の保護等の配慮が必要。
ケース２　双方の機関から委嘱された職員が対応を行う。


	当面は、双方の担当者が調整を行うイメージであるが、プロジェクトの進捗状況、熟度に応じて、利用者の利便性の確保された事務所に配置。


	検討課題

	○共通する利用者が想定される業務の洗い出し
○双方の業務に精通する市及び商工会議所職員の育成方法


	○コーディネーターの担当職務の整理
○コーディネーターの人材育成・人材確保

○機密情報の取り扱いに関するルールづくり

　　　（企業立地情報、製品開発情報など）
	○春日井市が取り組むべきプロジェクトテーマの設定
○プロジェクトチームの編成や組織化のイメージ
○段階的な実行プログラム
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信用保証料補助
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マル経融資制度


（商工会議所）


（市）





ワンストップサービス


（一つの窓口にて対応）





ワンストップサービス


（コーディネーターが対応）





ＫＡＳＵＧＡＩ産学交流プラザ


（商工会議所）


（市）





産学共同研究事業


（市）
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尾張・東濃ものづくり産学官ネットワーク事業


（商工会議所）


（市）





新分野進出等企業支援事業


（市）


（市）





商店街共同事業


（市）


（市）





空き店舗対策事業


（商工会議所）


（市）





ワンストップサービス


（連携した組織が対応）





商店街活性化アドバイザー派遣


（商工会議所）


（市）





商店街振興活性化事業


（市）





商店街振興
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